
するが地域、夏のアクティビティが本格化。

本ダイジェストの見方や出典はこちら

夏休み期間を迎え、するが地域では海水浴や川遊びなど
夏ならではのアクティビティが本格化。
牧之原市の静波海水浴場をはじめ、海や山、川など豊かな自然を
楽しむ来訪が広がり、各地で家族連れや観光客による
夏のにぎわいが見られる観光シーズンとなりました。
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口コミ(SNS除) 36%

SNS 16%

Googleマップ 12%

Web(その他) 10%

Web(行政等) 10%

日帰り

39%

35%

23%

14%

13%

日帰り

59%

1泊 21%

2泊 12%

3泊～ 8%

来訪者調査の詳細はコチラから
https://www.visit-shizuoka.com/survey_report/

「来訪者調査」をご覧ください

初めて

9%

２～５回目

21%

６～９回目

8%

10回目以上

62% 家族(子供なし)

46%

家族(子供あり)

26%

ひとり 10%

恋人 10%

友人知人 6%

仕事関係 2%
その他 1%

関東地方 24%

静岡市 23%

東海地方 9%

静岡県西部 9%

近畿地方 6%

自家用車 84%

JR新幹線 10%

JR在来線 9%

路線バス（コミュニティバス） 4%

レンタカー 3%

夏休みを迎え、中部エリア各地で夏祭
りや花火大会が開催され、家族連れを中
心ににぎわった。海水浴や花火大会など
夏のアクティビティを楽しむ声も多く、
おススメPOINTは7月に続き「自然・景
観」がトップに。観光地の見どころの多
さを評価する声も多く見られた。

残暑が続く一方、秋の行
楽シーズンへ。連休を機
に県外からの来訪が伸び
るか。また、夏に高かっ
た「自然・景観」への評
価が、秋の観光需要にも
つながるかに注目。

2026 8

※集計値は2026年8月10日時点のデータ

宿泊 ¥0 

域内交通費 ¥535 

飲食 ¥1,389 

土産 ¥632 

その他 ¥488 

日帰り

今月計

前年同月差

※中部地域NPS

前年同月差

+138

1

観光・レジャー

51%

気軽なお出かけ

29% 帰省・知人訪問 9%

出張・業務 3%

イベント 2%

その他
6%

宿泊費 ¥10,897 

域内交通費 ¥2,443 

飲食 ¥5,560 

土産, ¥3,323 

その他 ¥2,649 

宿泊

8月のポイント 9月は？

Web(施設) 34%

口コミ(SNS除) 23%

SNS 17%

Web(行政等) 16%

Web(その他) 14%

宿泊

https://www.visit-shizuoka.com/survey_report/
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2

来訪者数・
宿泊者数ともに
前年同月比UP

5月以降継続して
前年比インバウンド増

韓国が1位を
維持しながら、
前年比でも増加

8月の来訪者数はお盆期間中心に前年比増
宿泊者数は8/21-23に増加



静岡市・焼津市では来訪者数・消費額・NPSが上昇。
一方、牧之原市・吉田町・川根本町ではNPSが大きく
低下し、地域差が見られる結果となった。

シルバーウィークを迎える9月。地域全体
で来訪者数・消費額の増加、NPSの向上に
つながるか注目。

来訪者 ±10%以上
消費額 ±1,000円以上
NPS ±5以上

凡例 主要地の来訪者数
（人流データより）

平均消費額
（来訪者調査より）

推奨度（NPS）
（来訪者調査より）

3

8月のポイント

9月は？

ツアー代金は大幅増。一方、飲食代・土産代・入
館/体験料は減少。

来訪者数はやや減少したものの、域内交通費・宿
泊費・飲食代・土産代などの消費額は増加。

域内交通費・飲食代は増加した一方、宿泊費・土
産代・入館/体験料・ツアー代金は減少。

域内交通費・土産代は増加したものの、宿泊費・
飲食代は減少。

宿泊費・飲食代・土産代などの消費額が減少。ツ
アー代金は0円に。

来訪者数・消費額・NPSはいずれも増加。消費額
では宿泊費・飲食代が大幅増。

来訪者数・消費額・NPSはいずれも増加。観光需
要は安定して推移。
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